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報
告
三

　
　
　

格
差
社
会
に
お
け
る
国
家
に
よ
る
貧
困
者
の
救
助

─
─ 
台
湾
法
の
一
考
察 

─
─

周　
　
　

宗　

憲　
　

鄭　
　
　

明　

政　
訳

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

台
湾
は
低
所
得
家
庭
［
低
收
入（

１
）戶

］
を
救
助
す
る
た
め
に
、
一
九
八
〇
年
に
「
社
会
救
助
法
」
を
制
定
し
た
。
本
法
に
よ
り
生
活
困
窮
状
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態
に
陥
る
国
民
（
す
な
わ
ち
低
所
得
家
庭
、
以
下
で
は
貧
困
者
と
い
う
）
が
政
府
に
救
助
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
一
方
で
、
政
府
は
こ

の
法
律
に
よ
っ
て
貧
困
者
に
救
助
を
提
供
す
る
義
務
が
課
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
憲
法
を
最
高
法
規
と
し
て
い
る
法
治
国
家
で
あ
る
台
湾
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
「
社
会
救
助
法
」
に
つ
い
て
、

貧
困
者
に
救
助
請
求
権
を
賦
与
す
る
こ
と
や
、
政
府
に
救
助
義
務
が
課
さ
れ
た
こ
と
に
関
し
て
、
憲
法
的
な
立
場
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
尊
厳
保
護
や
生
存
権
の
保
障
、
ま
た
平
等
権
や
憲
法
の
基
本
国
策
条
項
の
観
点
か
ら
、
社
会
救
助
に
関
す
る
諸
規
定

に
つ
い
て
、
そ
の
合
憲
性
を
論
じ
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ　

台
湾
に
お
け
る
社
会
救
助
法
に
よ
る
貧
困
者
の
救
助
規
定

　

本
法
は
救
助
類
型
、
内
容
及
び
救
助
を
請
求
す
る
資
格
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

一　

生
活
扶
助

　

本
法
の
第
二
章
（
生
活
扶
助
）
の
規
定
に
よ
り
、
貧
困
者
に
対
す
る
生
活
扶
助
は
主
に
、

　
（
一
）
現
金
給
付：

低
所
得
家
庭
は
戸
籍
所
在
地
の
直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管
機
関
に
生
活
扶
助
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
〇

条
一
項
）。
生
活
扶
助
は
現
金
の
給
付
を
原
則
と
す
る
（
一
一
条
一
項
前
段
）。
そ
し
て
、
低
所
得
家
庭
に
は
満
六
五
歳
以
上
ま
た
は
妊
娠
満

三
か
月
以
上
の
妊
婦
、
あ
る
い
は
、
障
碍
者
手
帳
を
持
つ
者
が
い
る
場
合
に
、
主
管
機
関
は
補
助
金
を
最
大
四
〇
％
ま
で
増
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
一
二
条
）。

　
（
二
）
収
容：

低
所
得
家
庭
に
対
し
て
、
必
要
性
に
応
じ
て
、
適
当
な
救
助
施
設
お
よ
び
福
祉
施
設
又
は
そ
の
ほ
か
の
家
庭
に
委
託
し
、
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こ
れ
を
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
一
条
一
項
後
段
）。

　
（
三
）
就
業：

直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管
機
関
は
必
要
に
よ
っ
て
低
所
得
家
庭
内
の
作
業
能
力
を
有
す
る
者
に
対
し
て
、
就
業
指
導
、

技
術
訓
練
ま
た
は
労
働
を
さ
せ
て
救
済
を
行
う
こ
と
［
以
工
代
賑
］
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
五
条
一
項
）。

　
（
四
）
住
宅
手
当：

低
所
得
家
庭
に
適
切
な
居
所
及
び
住
居
環
境
を
確
保
さ
せ
る
た
め
に
、
各
級
住
宅
の
主
管
機
関
は
賃
貸
費
、
住
宅
修

繕
費
用
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
息
補
助
な
ど
の
住
宅
手
当
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
六－

一
条
）。

　
（
五
）
学
費
の
減
免：
低
所
得
家
庭
の
者
は
国
内
の
公
立
・
私
立
高
校
以
上
の
学
校
に
在
籍
す
る
場
合
に
、
授
業
料
及
び
雑
費
［
學
雜
費
］

の
減
免
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
六－

二
条
一
項
）。

　
（
六
）
特
殊
項
目
の
救
助
及
び
サ
ー
ビ
ス：

直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管
機
関
は
実
際
の
必
要
お
よ
び
財
力
に
よ
っ
て
、
低
所
得
家
庭
に

託
児
補
助
、
教
育
補
助
、
葬
祭
補
助
、
生
育
補
助
等
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
六
条
）。

二　

医
療
補
助

　

低
所
得
家
庭
の
傷
病
患
者
は
、
関
係
証
明
書
を
添
え
て
戸
籍
所
在
地
の
主
管
機
関
に
医
療
補
助
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
八
条

一
項
）。
国
民
健
康
保
険
に
参
加
す
る
保
険
費
に
つ
い
て
は
、
中
央
主
管
機
関
が
予
算
を
立
て
補
助
を
行
う
（
一
九
条
一
項
）。

三　

急
難
救
助

　
（
一
）
家
庭
内
の
者
が
死
去
し
、
そ
の
葬
儀
を
行
う
能
力
が
な
い
者
。（
二
）
家
庭
内
の
者
が
、
傷
害
事
件
ま
た
は
重
病
に
遭
遇
し
、
家
庭

生
活
の
維
持
が
困
難
に
陥
っ
た
と
き
。（
三
）
家
庭
の
主
た
る
生
計
を
支
え
て
い
る
者
が
、
失
業
、
失
踪
、
兵
役
、
入
監
等
の
原
因
に
よ
っ

て
仕
事
が
で
き
ず
に
生
活
の
維
持
が
困
難
に
陥
っ
た
と
き
。（
四
）
財
産
に
対
す
る
強
制
執
行
ま
た
は
銀
行
口
座
の
凍
結
な
ど
に
よ
り
、
所
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有
財
産
の
即
時
運
用
が
困
難
と
な
り
、
生
活
の
維
持
に
支
障
が
生
じ
た
者
。（
五
）
す
で
に
福
祉
項
目
を
申
請
し
た
者
ま
た
は
保
険
給
付
の

審
査
中
に
生
活
が
困
難
に
陥
っ
た
者
。（
六
）
そ
の
ほ
か
重
大
な
事
故
に
遭
遇
し
生
活
が
困
難
に
陥
っ
た
者
。
以
上
の
規
定
に
合
致
す
る
と

き
は
、
関
係
証
明
書
を
添
え
て
戸
籍
所
在
地
の
主
管
機
関
に
救
難
救
助
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
二
一
条
）。
本
法
に
よ
り
貧
困
者
は

前
掲
の
規
定
に
よ
っ
て
現
金
の
給
付
ま
た
は
補
助
を
受
領
し
う
る
権
利
を
有
す
る
が
、
こ
の
権
利
に
対
し
て
差
押
え
、
譲
与
又
は
担
保
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
（
四
四
条
）。

Ⅲ　

人
間
の
尊
厳
の
保
護
お
よ
び
貧
困
者
の
救
助

　

人
間
尊
厳
の
保
護
と
貧
困
者
の
救
助
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
分
析
を
行
う
。

一　

台
湾
憲
法
の
基
本
構
成
原
理
の
一
つ
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
原
則

　

立
憲
主
義
の
憲
法
は
主
に
基
本
的
人
権
条
項
と
統
治
機
関
（
国
家
機
関
）
条
項
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
核
は
基
本
的
人
権
条
項

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
立
憲
主
義
の
国
家
が
憲
法
を
制
定
す
る
目
的
は
、
国
家
権
力
を
制
約
し
、
国
民
の
基
本
権
を
保
障
す
る
た
め
に
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
権
が
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
は
、
人
間
の
尊
厳
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
え（

２
）る

。
立
憲
主
義

憲
法
の
核
心
的
内
容
で
あ
る
基
本
的
人
権
条
項
は
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
、
立
憲
主
義
国
家
の
も
っ
と
も
優
位
の
価
値
か
ら
派
生
さ
れ
た
も

の
と
言
え（

３
）る

。
そ
こ
で
、
憲
法
学
者
は
人
間
の
尊
厳
を
、
憲
法
の
根
本
規
範
（
人
権
規
定
）
の
核
心
価
値
と
人
権
の
根（

４
）拠

、
憲
法
規
範
秩
序

の
根
本
価
値
原（

５
）理

、
基
本
権
を
尊
重
す
る
価
値
原（

６
）点

、
憲
法
秩
序
の
基
礎
及
び
基
本
的
権
利
の
核
心
範（

７
）囲

、
憲
法
価
値
体
系
の（

８
）源

と
し
て
、

そ
れ
を
立
憲
主
義
国
家
に
お
け
る
最
高
か
つ
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
価
値
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
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人
間
の
尊
厳
の
保
護
は
前
述
の
よ
う
な
重
要
性
を
有
す
る
た
め
、
立
憲
主
義
国
家
の
憲
法
に
は
人
間
の
尊
厳
に
関
連
す
る
保
護
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
憲
法
一
条
一
項
に
は
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
。
こ
れ
を
尊
重
し
保
護
す
る
こ

と
が
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
日
本
国
憲
法
一
三
条
前
段
に
は
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
憲
法
増
補
条
文
一
〇
条
六
項
に
は
「
国
家
が
…
人
格
の
尊
厳
を
保
護
す
べ
き
」
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
憲
法
解
釈
権
と
違
憲
審
査
権
を
掌
る
司
法
院
大
法
官
が
、
い
く
つ
か
の
憲
法
解
釈
案
に
お
い

て
人
間
の
尊
厳
の
重
要
性
に
言
及
し
た
。
た
と
え
ば
、
大
法
官
は
釈
字
第
三
七
二
号
解
釈
の
解
釈
文
に
お
い
て
「
人
格
の
尊
厳
を
保
護
す
る

の
は
…
我
が
国
の
憲
法
が
国
民
の
自
由
権
利
を
保
障
す
る
基
本
理
念
を
有
し
て
お
り
…
」
と
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
釈
字
第
四
八
五
号
解
釈

の
解
釈
理
由
書
に
お
い
て
は
、
民
生
福
祉
原
則
に
基
づ
き
、「
国
家
が
各
種
の
給
付
を
提
供
し
、
国
民
に
対
し
、
人
間
の
尊
厳
に
符
合
す
る

基
本
的
生
活
の
維
持
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
釈
字
第
五
五
〇
号
の
解
釈
理
由
書
で
は
、
社
会
福
祉
は

憲
法
に
定
め
ら
れ
た
基
本
国
策
で
あ
り
、「
社
会
福
祉
の
事
項
は
、
国
家
に
は
国
民
が
人
間
の
尊
厳
を
損
な
わ
な
い
生
活
を
享
有
で
き
る
こ

と
を
実
現
す
る
義
務
が
あ
る
」
と
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
に
お
い
て
人
間
の
尊
厳
の
保
護
は
憲
法
の
基
本
構
成
原
理
で
あ
る
と
言

え
る
。
人
間
の
尊
厳
は
憲
法
の
文
言
に
具
体
化
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
憲
法
解
釈
お
よ
び
基
本
権
条
項
を
適
用
す
る
と
き
の
基
準
と
し
て
国

家
権
力
を
支
配
す
る
規
範
効
力
を
有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
府
が
作
っ
た
法
律
で
あ
れ
、
行
政
府
ま
た
は
司
法
府
が
適
用
し
た
法

律
で
あ
れ
、
す
べ
て
の
法
律
は
人
間
の
尊
厳
に
拘
束
さ
れ
、
そ
し
て
、
人
間
の
尊
厳
に
抵
触
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

二　

人
間
の
尊
厳
お
よ
び
貧
困
者
の
救
助

　

人
間
の
尊
厳
は
極
め
て
抽
象
な
概
念
で
あ
る
た
め
、
人
間
の
尊
厳
に
符
合
す
る
「
基
本
的
生
活
」
の
判
断
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
基
本
的
生
活
の
判
断
基
準
の
困
難
さ
は
、
た
だ
ち
に
、
人
間
の
尊
厳
が
侵
害
さ
れ
救
助
を
要
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
の
困
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難
さ
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
無
財
産
で
生
活
を
営
む
能
力
が
な
い
貧
困
者
や
、
ろ
く
に
食
事
が
で
き
な
い
乞
食
者
を
見

る
と
、
彼
ら
が
人
間
の
尊
厳
に
反
し
た
困
難
な
生
活
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
客
観
的
に
み
て
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

前
述
の
通
り
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
は
人
権
保
障
の
基
礎
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
憲
法
解
釈
や
憲
法
の
適
用
は
人
間
の
尊
厳
の

実
現
と
も
言
え
る
。
人
間
の
尊
厳
は
基
本
権
内
に
あ
り
、
基
本
権
の
権
利
の
核
心
と
し
て
保
護
さ
れ
る
。
人
間
は
人
間
で
あ
る
以
上
、
当
然

に
人
間
ら
し
い
尊
厳
の
保
障
を
主
張
し
、
国
家
に
対
し
、
人
間
の
尊
厳
に
符
合
し
た
最
低
限
度
の
生
活
保
障
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い（

９
）る

。
疾
病
、
貧
困
、
失
業
な
ど
の
原
因
で
困
難
な
生
活
に
陥
っ
た
者
は
、
た
と
え
生
命
が
存
続
し
て
い
る
と
し
て
も
、
人
間
の

尊
厳
に
符
合
す
る
最
低
限
度
の
生
活
さ
え
も
維
持
で
き
な
い
場
合
に
は
、
人
間
の
尊
厳
が
保
た
れ
て
い
る
状
態
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う

な
貧
困
者
に
対
し
て
、
国
家
は
人
間
の
尊
厳
を
保
護
す
る
よ
う
な
憲
法
の
要
求
に
基
づ
き
、
人
間
の
尊
厳
に
反
す
る
貧
困
状
態
を
脱
出
さ
せ

る
た
め
の
必
要
な
救
助
を
提
供
す
る
憲
法
上
の
作
為
義
務
を
有
す
る
。
国
家
が
、
生
活
保
護
の
よ
う
な
救
助
法
律
体
制
を
構
築
し
な
か
っ
た

り
、
具
体
的
な
救
助
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
そ
れ
は
消
極
の
不
作
為
に
よ
り
国
民
の
人
間
の
尊
厳
が
侵
害
さ
れ
る
違
憲
効
果
が

生
じ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
前
掲
の
釈
字
第
四
八
五
、
五
五
〇
号
解
釈
の
趣
旨
は
、
国
民
が
人
間
の
尊
厳
を
有
す
る
基
本
的
生
活
を

過
ご
せ
る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
国
家
が
社
会
福
祉
措
置
を
行
い
、
各
種
の
給
付
を
提
供
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
に
あ
る
。

Ⅳ　

生
存
権
お
よ
び
貧
困
者
の
救
助

　

以
上
の
よ
う
に
、
立
憲
主
義
の
国
家
が
保
障
す
る
人
権
は
、
人
間
の
尊
厳
を
保
護
す
る
よ
う
な
根
本
的
な
価
値
か
ら
由
来
す
る
も
の
で
あ

る
。
人
権
は
人
間
の
尊
厳
に
と
っ
て
一
種
の
基
本
価
値
、
利
益
で
あ
る
と
言
え
よ

（
（1
（

う
。
憲
法
は
、
貧
困
や
失
業
な
ど
の
社
会
問
題
に
よ
っ
て

人
間
の
尊
厳
を
実
質
的
に
空
洞
化
さ
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
社
会
権
と
い
う
、
生
存
権
の
内
実
を
担
保
す
る
た
め
に
国
家
に
対
し
て
積
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極
的
な
作
為
を
請
求
し
得
る
体
系
を
構
築
し
た
。

一　

生
存
権
の
憲
法
保
障
規
定

　

台
湾
憲
法
一
五
条
に
は
「
国
民
の
生
存
権
を
…
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
明
文
上
の
生
存
権
条
項
が
あ
る
。
国
家
か
ら
の
自

由
を
保
障
す
る
自
由
権
的
・
防
御
的
な
基
本
権
と
異
な
り
、
生
存
権
は
一
種
の
社
会
権
と
し
て
、
国
家
の
積
極
的
な
作
為
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
実
現
で
き
る
権
利
で
あ
る
。
た
だ
し
、
生
存
権
は
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
権
で
あ
る
以
上
、
国
家
が
積
極
的
に
国
民
の
基
本
生
活
の
需
要

を
実
現
す
る
の
は
国
家
か
ら
の
恩
恵
で
は
な
く
、
憲
法
上
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
貧
困
者
の
救
助
に
関
し
て
は
本
条
が
保
障
す

る
生
存
権
の
内
実
は
、
解
釈
上
、
以
下
の
ふ
た
つ
の
側
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
生
存
権
の
社
会
権
側
面
で
あ
り
、
人
間
の

尊
厳
に
符
合
す
る
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
国
民
は
国
家
に
対
し
て
積
極
的
な
行
為
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
作
為
請
求

（
（1
（

権
を
「
基
本
生
存
権
」
と
呼
ぶ
。
日
本
国
憲
法
二
五
条
一
項
の
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
に
関
す
る
解
釈
は
「
基
本
生
存
権
」
に
相
当
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
生
存
権
に
は
、
国
民
が
国
家
に

積
極
的
な
作
為
を
請
求
し
、
良
い
生
活
環
境
を
整
え
最
低
限
度
の
生
活
よ
り
良
い
生
活
を
要
求
し
う
る
、
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
本
稿
で
は

こ
の
よ
う
な
生
存
権
の
内
実
を
「
快
適
生
存
権
」
と
い
う
。

二　
「
基
本
生
存
権
」
の
意
味
と
規
範
的
効
力

　

本
稿
に
い
う
「
基
本
生
存

（
（1
（

権
」
は
、
台
湾
憲
法
一
五
条
の
生
存
権
規
定
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
が
人
間
の
尊
厳
を
有

す
る
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に
国
家
に
対
し
て
積
極
的
な
作
為
を
請
求
で
き
る
作
為
請
求
権
の
意
味
で
あ
る
。
憲
法
は
、
国
民

を
こ
の
権
利
の
主
体
と
し
て
明
文
に
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
憲
法
上
の
積
極
的
な
作
為
義
務
を
負
い
、
国
民
に
人
間
の
尊
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厳
に
符
合
す
る
基
本
生
活
を
過
ご
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
の
尊
厳
の
基
本
的
生
活
を
過
ご
せ
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
生

命
の
存
続
す
ら
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
憲
法
上
の
人
権
保
障
の
規
定
も
意
味
の
な
い
規
定
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く

と
も
国
民
に
対
し
て
、
人
間
の
尊
厳
の
「
基
本
的
生
活
」
を
保
障
す
る
の
は
、
国
家
が
国
民
に
対
し
て
負
う
べ
き
法
律
上
の
基
本
義
務
で
あ

る
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

（
（1
（

る
。

三　
「
基
本
生
存
権
」
の
保
障
及
び
貧
困
者
の
救
助

　
「
基
本
生
存
権
」
の
要
点
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
憲
法
一
五
条
の
明
文
規
定
が
あ
る
こ
と
、（
二
）
憲
法
一
五
条
が

保
障
す
る
生
存
権
の
核
心
領
域
で
あ
る
「
最
低
限
度
の
生
活
」
の
保
護
範
囲
に
は
限
度
が
あ
る
こ

（
（1
（

と
、
す
な
わ
ち
、
生
活
必
要
経
費
の
計
算

が
可
能
で
あ
る
こ

（
（1
（

と
、（
三
）「
基
本
生
存
権
」
の
権
利
主
体
は
確
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
尊
厳
に
反
し
た
生
活

を
し
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
、（
四
）
こ
の
権
利
の
規
範
対
象
は
明
確
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
で
あ
る
こ
と
、（
五
）

と
り
わ
け
、「
基
本
生
存
権
」
の
保
障
は
人
間
の
尊
厳
の
確
保
に
関
わ
り
、さ
ら
に
生
命
の
存
続
に
深
く
関
わ
る
た
め
、こ
の
「
基
本
生
存
権
」

は
立
法
者
の
立
法
を
待
た
ず
に
、
国
民
が
直
接
憲
法
一
五
条
に
よ
り
最
低
限
度
の
生
活
保
障
を
請
求
で
き
る
具
体
的
権
利
で
あ
る
こ

（
（1
（

と
、
で

あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
現
在
台
湾
の
社
会
救
助
法
に
よ
っ
て
低
所
得
家
庭
が
国
家
に
社
会
救
助
を
請
求
で
き
る
権
利
が
賦
与
さ
れ
た
が
、

憲
法
の
法
理
か
ら
み
え
れ
ば
、
た
と
え
こ
の
よ
う
な
法
律
が
存
在
し
て
も
、
国
民
は
直
接
憲
法
一
五
条
の
「
基
本
生
存
権
」
の
保
障
を
根
拠

と
し
て
国
家
に
人
間
の
尊
厳
に
符
合
す
る
最
低
限
度
の
生
活
給
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
民
の
「
基
本
生
存
権
」
を
保
障
・
実
現

す
べ
き
か
否
か
に
対
し
て
、
国
家
は
裁
量
の
余
地
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
国
家
が
国
民
に
対
し
て
持
つ
、
憲
法
上
の
絶
対
的
な
義
務
で

あ
る
。
こ
の
義
務
の
不
履
行
に
つ
い
て
、
例
え
ば
具
体
的
な
社
会
救
助
法
律
体
系
を
構
築
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
貧
困
者
に
対
し

具
体
的
な
救
助
措
置
の
提
供
を
怠
っ
て
い
た
り
し
た
場
合
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
違
憲
で
あ

（
（1
（

る
。
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四　
「
快
適
生
存
権
」
と
国
家
の
裁
量

　
「
基
本
生
存
権
」
が
保
障
さ
れ
る
と
、
ひ
と
ま
ず
人
間
の
尊
厳
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
状
態
か
ら
は
抜
け
出
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
基
本
生
存
権
を
確
保
し
た
上
で
、「
快
適
生
存
権
」
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
立
法
者
が
国
家

の
経
済
、
財
政
、
社
会
な
ど
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
、
権
利
内
容
を
形
成
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
立
法
者
が
「
快

適
生
存
権
」
を
具
体
化
し
て
い
な
い
場
合
、
こ
の
権
利
は
抽
象
的
権
利
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま

（
（1
（

う
。
つ
ま
り
、
国
民
は
、
憲
法
一
五
条
の
生
存

権
条
項
か
ら
直
接
に
国
家
に
対
し
て
快
適
な
生
活
を
過
ご
せ
る
権
利
を
請
求
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
最
低
限
度
の
生
活

水
準
以
上
の
生
活
権
利
に
対
し
て
、
立
法
者
に
は
国
家
財
政
及
び
ほ
か
の
政
策
上
の
考
慮
に
基
づ
き
、
よ
り
広
い
立
法
裁
量
の
余
地
が
残
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
立
法
機
関
が
持
つ
、
国
民
の
「
快
適
生
活
」
を
い
か
に
実
現
す
る
べ
き
か
の
立
法
判
断
に
対
し
て
、
司
法
機
関
は
権

力
分
立
の
憲
法
趣
旨
に
基
づ
き
そ
れ
を
尊
重
す
べ
き
で
あ

（
（1
（

る
。

Ⅴ　

基
本
国
策
の
憲
法
規
定
及
び
貧
困
者
の
救
助

　

台
湾
憲
法
一
五
五
条
後
段
に
は
「
高
齢
者
、
弱
者
、
身
体
障
害
者
、
生
活
無
能
力
者
及
び
非
常
災
害
を
受
け
た
人
民
に
対
し
て
、
国
家
は
、

適
当
な
扶
助
と
救
済
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
憲
法
増
補
条
文
一
〇
条
八
項
に
も
「
国
家
は
、

社
会
救
助
を
重
視
す
べ
き
で
あ
り
…
救
済
的
な
支
出
を
優
先
に
編
む
べ
き
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
検
討
し
た
い
の
は
、
こ
の

よ
う
な
貧
困
者
救
助
に
関
す
る
基
本
国
策
の
規
定
は
、
貧
困
者
に
国
家
に
対
し
て
救
助
を
請
求
す
る
権
利
を
保
持
さ
せ
る
の
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
尊
厳
に
符
合
す
る
「
基
本
生
活
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、
貧
困
者
は
基
本
国
策
の
規
定
を
根
拠
に
国

家
に
対
し
て
積
極
的
な
措
置
を
請
求
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
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前
述
の
基
本
国
策
規
定
の
文
言
に
は
強
制
的
な
用
語
（
国
家
は
「
…
…
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」）
が
あ
り
、
こ
の
条
文
は
憲
法
典
の
一

部
で
あ
り
国
家
の
最
高
法
規
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
と
し
て
解
す
る
の
は
不
適
切
で
あ

（
（2
（

る
。
こ
の
憲
法

規
定
は
、
国
家
権
力
機
関
が
貧
困
者
の
救
助
に
対
す
る
積
極
的
な
作
為
を
有
す
る
こ
と
を
宣
言
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

貧
困
者
が
司
法
裁
判
を
通
し
て
救
済
を
求
め
る
義
務
規
定
で
は
な
い
。
性
質
上
、
日
本
国
憲
法
二
五
条
二
項
の
規
定
に
類
似
し
た
も
の
で

あ
（
（2
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
貧
困
者
は
こ
の
憲
法
規
定
に
よ
っ
て
国
家
に
具
体
的
な
救
助
を
請
求
す
る
権
利
を
保
持
し
な

（
（2
（

い
。
憲
法
の
構
成
条
文

の
も
と
で
は
、
立
法
者
は
基
本
国
策
条
文
を
実
現
す
る
こ
と
に
対
し
て
よ
り
広
い
裁
量
権
を
有
し
て
い

（
（2
（

る
。
と
は
い
え
、
貧
困
者
の
救
助
を

定
め
る
基
本
国
策
の
規
定
は
憲
法
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
国
家
権
力
機
関
に
対
す
る
拘
束
力
が
あ
る
は
ず
で
あ

（
（2
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は

貧
困
者
の
困
難
な
生
活
を
無
視
し
、
人
間
の
尊
厳
に
反
し
た
生
活
状
態
に
陥
っ
て
い
る
者
に
対
し
て
何
の
作
為
も
し
な
い
場
合
、
こ
の
よ
う

な
不
作
為
は
基
本
国
策
に
違
反
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
基
本
国
策
の
規
定
は
貧
困
者
が
国
家
に
対
す
る
救
助
を
請
求
で
き

る
権
利
規
定
で
は
な
い
が
、
国
家
の
不
作
為
が
違
憲
か
否
か
の
判
断
基
準
と
し
て
裁
判
規
範
性
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ

（
（2
（

る
。

Ⅵ　

平
等
権
と
貧
困
者
の
救
助

　

国
家
は
貧
困
者
に
対
し
て
生
活
救
助
を
提
供
す
る
一
方
で
、
非
貧
困
者
に
対
し
て
は
同
様
の
救
助
を
行
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
憲
法
上

の
平
等
権
保
障
に
反
す
る
か
。

一　

憲
法
に
お
け
る
平
等
権
保
障
の
規
定

　

憲
法
七
条
は
「
中
華
民
国
の
人
民
は
、
男
女
、
宗
教
、
種
族
、
階
級
、
党
派
の
区
別
な
く
、
法
律
上
一
律
に
平
等
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
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い
る
。
本
条
は
す
べ
て
の
国
家
公
権
力
を
拘
束
し
て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
法
律
上
一
律
に
平
等
で
あ
る
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
立
法
機
関

が
制
定
し
た
法
律
、
及
び
行
政
・
司
法
機
関
が
適
用
し
た
法
律
は
、
い
ず
れ
も
憲
法
が
国
民
に
対
し
て
保
障
し
て
い
る
平
等
権
を
侵
害
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
機
関
が
行
う
行
為
は
、
国
民
の
権
利
を
制
限
し
な
い
給
付
行
政
に
対
し
て
も
、
こ
の
憲
法
規
定
の
拘
束
を
受
け
る

べ
き
で
あ
る
。

二　

平
等
の
意
味

　

平
等
は
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
生
じ
た
概
念
で
あ
る
。
人
間
で
あ
る
以
上
、
人
間
は
尊
厳
を
有
し
て
い
る
。
個
々
の

人
間
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
を
平
等
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
平
等
と
は
、
本
質
的
に
同
様
な

事
項
に
対
し
て
異
な
る
取
扱
い
を
行
う
合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
、
同
様
に
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
す
。
本
質
的
に
異

な
る
事
項
に
対
し
て
、
同
様
の
取
扱
い
を
行
う
合
理
的
な
理
由
が
な
け
れ
ば
、
異
な
る
取
り
扱
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
平
等
は
恣
意
的
な
差
別
取
扱
を
禁
止
し
、
す
な
わ
ち
、
憲
法
が
保
障
す
る
平
等
と
は
、
形
式
上
の
同
一
的
・
絶
対
的
な
平
等
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
合
理
的
な
理
由
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、
取
扱
い
に
差
異
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
実
質
的
な
平
等
が

許
さ
れ
る
。
こ
の
実
質
的
な
平
等
は
正
当
性
を
有
し
て
お
り
、
憲
法
に
認
め
ら
れ
た
取
扱
い
で
あ

（
（2
（

る
。
大
法
官
解
釈
に
お
い
て
「
憲
法
第
七

条
に
は
中
華
民
国
国
民
が
法
律
上
一
律
に
平
等
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
内
実
は
絶
対
的
、
機
械
的
な
形
式
上
の
平
等
で
は
な
く
、

国
民
が
法
律
上
の
地
位
の
平
等
を
保
障
す
る
実
質
的
平
等
で
あ
る
。
立
法
機
関
は
憲
法
の
価
値
体
系
及
び
立
法
目
的
に
基
づ
き
、
事
柄
に
関

す
る
性
質
の
差
異
を
斟
酌
し
、
合
理
的
な
差
別
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
」（
第
五
九
六
号
解
釈
文
）、
ま
た
「
憲
法
第
七
条
に
定
め
ら

れ
た
平
等
権
は
、
国
民
の
法
律
上
の
地
位
の
実
質
的
な
平
等
を
保
障
す
る
た
め
、
法
律
に
授
権
さ
れ
た
主
管
機
関
が
具
体
的
事
案
に
お
け
る

事
実
上
の
差
異
及
び
立
法
目
的
を
斟
酌
し
て
か
ら
合
理
的
に
異
な
る
処
置
を
す
る
の
は
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」（
第
二
一
一
号
解
釈
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文
）、
と
述
べ
て
い
る
。

三　

実
質
的
平
等
お
よ
び
貧
困
者
の
救
助

　

前
述
の
通
り
、
貧
困
者
は
人
間
の
尊
厳
に
反
し
た
生
活
に
陥
っ
て
い
る
国
民
で
あ
る
た
め
、
憲
法
の
人
間
の
尊
厳
、
生
存
権
（
基
本
生
存

権
）
保
障
の
規
定
、
お
よ
び
生
活
救
助
規
定
そ
れ
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
人
間
の
尊
厳
に
符
合
す
る
最
低
限
度
の
生
活
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
家
に
対
し
積
極
的
で
具
体
的
な
生
活
救
助
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
貧
困
者
の
請
求
権
に

対
し
て
、
国
家
は
憲
法
と
法
律
上
の
規
定
に
よ
っ
て
貧
困
者
に
生
活
救
助
を
提
供
す
る
法
的
義
務
を
負
う
。
こ
の
生
活
救
助
は
国
家
か
ら
の

恩
恵
で
は
な
く
、
国
家
が
憲
法
と
法
律
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
た
め
生
じ
て
い
る
。
法
律
義
務
で
あ
る
た
め
貧
困
者
を
救
助
し
な
い
不

作
為
は
、法
律
上
の
責
任
も
問
わ
れ
る
。
ま
た
、前
述
の
平
等
の
意
味
の
よ
う
に
、憲
法
が
保
障
す
る
実
質
的
平
等
は
正
当
性
が
あ
る
た
め
、

そ
の
差
別
的
な
取
扱
い
も
許
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
が
憲
法
と
法
律
上
の
救
助
義
務
を
履
行
し
、
そ
し
て
、
貧
困
者
が
人
間
の
尊
厳
に
符

合
す
る
基
本
生
活
を
保
障
し
、
ほ
か
の
非
貧
困
者
と
公
平
的
な
競
争
力
を
培
う
た
め
に
、
貧
困
者
に
必
要
な
救
助
措
置
を
と
る
の
は
合
理
的

な
差
別
的
取
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
平
等
に
違
反
し
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
憲
法
七
条
が
要
求
し
た
実
質
的
平
等
の
も
と
で
、

平
等
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

（
（2
（

る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
七
条
に
よ
り
国
家
が
恣
意
的
な
差
別
取
扱
い
を
行
え
な
い
代
わ
り
に
、
実
質

的
平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
義
務
を
負
い
、
貧
困
者
に
保
護
を
提
供
す
る
義
務
を
有
す

（
（2
（

る
。
憲
法
七
条
が
保
障
す
る
平
等
は
実
質
的
平
等
で

あ
る
か
ら
、
簡
単
に
い
う
と
、
本
質
が
異
な
る
物
事
に
対
し
て
恣
意
的
な
同
様
な
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ

（
（2
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
が
限
ら
れ

た
福
祉
資
源
の
も
と
で
す
べ
て
の
貧
困
者
及
び
非
貧
困
者
と
も
に
給
付
を
提
供
す
る
の
は
、
む
し
ろ
憲
法
七
条
が
要
求
し
た
平
等
に
違
反
す

る
と
思
わ
れ
る
。

　

実
質
的
平
等
と
貧
困
者
の
救
助
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
釈
字
第
四
八
五
号
解
釈
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
判
示
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
憲
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法
第
七
条
の
平
等
原
則
は
…
国
民
の
法
律
上
の
地
位
の
実
質
平
等
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
…
。
立
法
者
が
社
会
政
策
の
考
慮
に
よ
っ
て
、

法
律
を
制
定
し
、
福
祉
資
源
を
限
定
的
に
配
分
す
る
の
は
禁
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
国
家
資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
社
会

政
策
に
関
す
る
立
法
は
、国
家
の
経
済
及
び
財
政
状
況
を
考
慮
し
、資
源
の
有
効
利
用
の
原
則
に
よ
り
、一
般
国
民
と
の
平
等
関
係
を
配
慮
し
、

福
祉
資
源
を
適
切
に
配
分
し
、
か
つ
受
益
者
の
特
定
の
職
位
や
身
分
の
み
を
異
な
る
取
扱
い
の
唯
一
の
根
拠
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
給
付
の

方
式
及
び
金
額
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
受
益
者
の
基
本
生
活
の
需
要
に
相
当
す
る
こ
と
を
で
き
る
限
り
求
め
、
目
的
達
成
の
必
要
な
限
度
を

超
え
、
明
ら
か
に
過
度
の
世
話
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
」。
つ
ま
り
、
立
法
者
が
経
済
的
な
弱
者
を
助
け
る
た
め
の
福
祉
措
置
を
と
る
際
に
、

国
家
の
財
政
な
ど
の
要
素
に
よ
っ
て
限
ら
れ
た
福
祉
資
源
を
限
定
的
に
貧
困
者
に
配
分
す
る
の
は
、
大
法
官
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

配
分
は
正
当
的
な
理
由
が
あ
り
、
か
つ
恣
意
的
で
は
な
い
た
め
、
憲
法
七
条
が
要
求
す
る
実
質
的
平
等
に
抵
触
す
る
こ
と
は
な
い
。

Ⅶ�　

結
論
に
代
え
て：

貧
困
者
が
国
家
救
助
を
請
求
す
る
司
法
救
済
─
─
憲
法
解
釈
機
関
が
行
政
給
付
義
務
を
課

す
る
可
能
性

　

前
述
の
と
お
り
、
台
湾
は
貧
困
者
を
救
助
す
る
た
め
に
、
一
九
八
〇
年
に
社
会
救
助
法
を
制
定
し
た
。
貧
困
者
が
本
法
の
規
定
に
よ
り
必

要
な
救
助
給
付
を
国
家
に
請
求
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
台
湾
は
す
で
に
社
会
救
助
法
を
制
定
し
て
い
る
た
め
、
今
の
時
点
で
生
存
権
に
関
す

る
立
法
の
不
作
為
お
よ
び
ど
の
よ
う
な
司
法
救
済
の
ル
ー
ト
を
採
用
す
べ
き
か
の
よ
う
な
議
論
を
行
う
こ
と
は
実
益
が
薄
く
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
貧
困
者
を
救
助
す
る
法
律
が
現
在
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
法
律
の
規
定
に

は
不
備
が
存
在
し
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
も
依
然
と
し
て
貧
困
者
が
人
間
の
尊
厳
に
反
し
た
生
活
状
態
を
抜
け
出
せ
な
い
場
合
は
、
可
能
な

司
法
救
済
方
法
の
も
と
で
、
憲
法
解
釈
機
関
か
ら
直
接
国
家
（
行
政
機
関
）
に
救
助
的
な
給
付
義
務
づ
け
を
課
す
る
可
能
性
を
論
じ
る
必
要
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が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一　

釈
字
第
四
七
七
号
解
釈
の
趣
旨

　

憲
法
解
釈
機
関
は
、
法
律
か
ら
漏
れ
る
状
況
に
お
い
て
行
政
機
関
に
給
付
義
務
づ
け
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
釈
字
第
四
七

七
号
解
釈
は
国
民
の
生
存
権
に
関
す
る
解
釈
で
は
な
い
が
、
こ
の
点
に
対
し
て
は
肯
定
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
法
官
に

よ
れ
ば
、
法
律
か
ら
漏
れ
た
規
定
は
明
白
な
立
法
の
重
大
な
瑕
疵
で
あ
る
た
め
、
こ
の
法
律
規
定
を
適
用
す
る
と
逆
に
法
律
上
の
不
平
等
と

な
っ
て
し
ま
い
、
憲
法
七
条
に
抵
触
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
か
ら
漏
れ
た
規
定
が
あ
る
場
合
に
、
当
該
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
国
家
に

請
求
で
き

（
（3
（

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

二　

本
稿
の
見
解

　

本
稿
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
四
点
と
な
る
。（
一
）
行
政
権
は
憲
法
一
五
条
の
生
存
権
条
項
に
拘
束
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
行

政
部
門
は
生
存
権
を
実
現
す
る
憲
法
上
の
義
務
を
負
う
。（
二
）
国
民
の
基
本
生
存
権
は
行
政
裁
量
の
限
界
と
な
る
。（
三
）
い
わ
ゆ
る
法
律

に
よ
る
行
政
は
、
憲
法
を
無
視
し
て
法
律
の
み
を
根
拠
に
し
て
行
政
を
行
う
こ
と
で
は
な
い
。
法
律
が
不
備
で
憲
法
に
不
合
致
の
場
合
、
行

政
部
門
が
優
先
に
憲
法
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
。
行
政
機
関
は
法
律
の
規
定
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
憲
法
に
課
さ
れ
た
国
民
の
基
本
生

存
権
保
障
義
務
を
不
履
行
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。（
四
）
司
法
院
も
国
民
の
基
本
生
存
権
を
保
障
す
る
憲
法
義
務
を
有
す
る
か
ら
、
立
法

の
不
作
為
ま
た
は
不
完
全
な
作
為
が
あ
る
場
合
に
、
司
法
院
が
憲
法
解
釈
権
の
行
使
を
通
し
て
憲
法
一
五
条
の
基
本
生
存
権
の
真
意
、
内
実

を
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
憲
法
が
行
政
部
門
に
拘
束
力
を
持
ち
、
憲
法
解
釈
に
よ
っ
て
行
政
部
門
が
具
体
的
な
最
低
生
活
を

保
障
す
る
給
付
義
務
を
負
う
こ
と
を
宣
言
し
う
る
。
こ
れ
は
必
要
か
つ
権
力
分
立
に
抵
触
し
な
い
司
法
救
済
手
段
で
あ
る
。
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（
１
）
い
わ
ゆ
る
低
所
得
家
庭
の
基
準
は
、
社
会
救
助
法
四
条
一
項
に
「
戸
籍
所
在
地
で
あ
る
直
轄
市
、
県
（
市
）
の
主
管
機
関
の
審
査
及
び
認
定

を
経
て
家
庭
の
総
収
入
を
そ
の
家
庭
の
人
数
に
よ
っ
て
平
均
し
て
計
算
し
た
金
額
が
、
各
人
の
各
月
の
最
低
生
活
費
用
以
下
で
あ
り
、
家
庭
の

財
産
は
中
央
、直
轄
市
の
主
管
機
関
が
当
年
度
公
布
し
た
一
定
金
額
を
超
え
な
い
者
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う「
最
低
生
活
費
」は
、

「
中
央
、
直
轄
市
の
主
管
機
関
が
、
中
央
主
計
機
関
が
公
布
し
た
当
該
地
域
で
の
最
近
一
年
の
支
配
し
う
る
所
得
の
中
の
六
〇
％
に
あ
た
る
費
用

に
照
ら
し
て
そ
れ
を
定
め
る
」（
同
条
二
項
）
と
し
て
い
る
。

（
２
）
日
本
の
芦
部
信
喜
は
、人
間
の
尊
厳
の
原
理
が
な
い
と
人
権
は
認
め
ら
れ
な
い
、と
述
べ
て
い
る
。
芦
部
信
喜
『
憲
法
学
Ι　

憲
法
総
論
』（
有

斐
閣
・
一
九
九
二
年
）
二
一
四
頁
。

（
３
）
人
権
の
根
拠
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
論
説
は
、
芦
部
信
喜
『
憲
法
』（
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
四
年
）
八
〇
頁
。
人
間
の
尊
厳
を
基
本

権
存
在
の
基
礎
、
前
提
と
す
る
論
説
に
つ
い
て
は
、
陳
慈
陽
『
憲
法
學
』（
元
照
出
版
公
司
・
二
〇
〇
四
年
）
四
七
一
、
四
七
八
頁
、
李
惠
宗
『
憲

法
要
義
』（
元
照
出
版
公
司
・
二
〇
〇
二
年
）
八
〇
頁
。

（
４
）
芦
部
・
前
掲
註
（
２
）
一
〇
、
八
〇
頁
。

（
５
）
芦
部
信
喜
『
憲
法
制
定
権
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
七
年
）
五
四
頁
。

（
６
）
小
林
直
樹
『
憲
法
講
義　

上
〔
新
版
〕』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
〇
年
）
一
四
七
頁
。

（
７
）
李
震
山
『
多
元
、
寬
容
與
人
權
保
障
』（
元
照
出
版
公
司
・
二
〇
〇
五
年
）
一
三
一
頁
。

（
８
）
蔡
維
音
『
社
會
國
之
法
理
基
礎
』（
正
典
出
版
公
司
・
二
〇
〇
一
年
）
二
五
頁
。

（
９
）
蔡
宗
珍
「
人
性
尊
嚴
之
保
障
作
為
憲
法
基
本
原
則
」
月
旦
法
學
雜
誌
第
四
五
期
（
一
九
九
九
年
）
一
〇
〇
、
一
〇
二
頁
。
葛
克
昌
「
租
稅
國

─
─
憲
法
之
國
體
」
經
社
法
制
論
叢
第
三
期
（
一
九
八
九
年
）
一
四
八
頁
。

（
10
）
浦
部
法
穂
『
憲
法
学
教
室
〔
全
訂
第
二
版
〕』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
六
年
）
四
〇
頁
以
下
。

（
11
）
許
慶
雄
「
社
會
權
概
念
及
其
內
容
」
律
師
通
訊
第
一
五
一
期
（
一
九
九
二
年
）
五
五
頁
。

（
12
）
蔡
茂
寅
は
こ
の
最
低
生
活
水
準
を
維
持
す
る
権
利
を
「
緊
急
生
存
権
」
と
呼
ぶ
。
許
志
雄
ほ
か
『
現
代
憲
法
論
』（
二
〇
〇
〇
年
）
二
〇
〇
頁

［
蔡
茂
寅
執
筆
］。

（
13
）
蔡
維
音
「
社
會
福
利
制
度
之
基
礎
理
念
及
結
構
─
─
以
德
國
法
制
為
中
心
─
─
」
月
旦
法
學
雜
誌
第
二
八
期
（
一
九
九
七
年
九
月
）
二
七
頁
。

こ
の
権
利
を「
人
間
の
尊
厳
に
符
合
す
る
最
低
生
活
標
準
」と
し
て
、主
観
的
給
付
請
求
権
で
あ
る
と
思
う
学
者
も
い
る
。
吳
信
華『
憲
法
釋
論
』
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（
三
民
書
局
・
二
〇
一
一
年
）
三
三
三
頁
。

（
14
）
中
村
睦
男
＝
永
井
憲
一
『
生
存
権
・
教
育
権
』（
法
律
文
化
社
・
一
九
八
九
年
）
一
二
六
頁
「
中
村
睦
男
執
筆
］。
長
尾
一
紘
『
日
本
国
憲
法
』

（
世
界
思
想
社
・
一
九
八
八
年
）
二
六
七
頁
。
奧
貴
雄
『
生
存
権
の
法
的
性
質
論
』（
東
京
新
有
堂
・
一
九
八
五
年
）
一
四
三
頁
。

（
15
）
社
会
救
助
法
四
条
二
項
に
は
「
最
低
生
活
費
」
の
計
算
方
法
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
最
低
限
度
生
活
」
の
保
障
の
限
界
を
示
し

て
い
る
。
釈
字
第
四
二
二
号
解
釈
で
は
、
最
低
生
活
費
の
算
定
は
固
定
不
変
の
金
額
で
決
定
し
て
は
い
け
な
い
。
家
庭
生
活
の
具
体
的
な
状
況

及
び
実
際
の
困
窮
を
斟
酌
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
最
低
水
準
の
経
済
生
活
」
は
経
済
上
の
計
算
が
可
能
で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
許
育
典

『
憲
法
』（
元
照
出
版
公
司
・
二
〇
〇
六
年
）
二
六
九
頁
参
照
。
た
だ
し
、学
者
に
よ
っ
て
は
、社
会
救
助
法
に
い
う
「
最
低
生
活
費
」
の
算
定
は
、

ド
イ
ツ
の
社
会
救
助
法
ま
た
は
日
本
の
生
活
保
護
法
の
よ
う
に
「
文
化
生
活
」
を
入
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
に
対
し
て
批
判
し
て
い
る
学
者
も

い
る
。
た
と
え
ば
、
葛
克
昌
『
國
家
學
與
國
家
法
』（
月
旦
出
版
社
・
一
九
九
七
年
）
七
四
頁
。

（
16
）
類
似
し
た
観
点
は
、
許
宗
力
「
基
本
權
的
功
能
與
司
法
審
查
」
許
宗
力
『
憲
法
與
法
治
國
行
政
』（
元
照
出
版
公
司
・
一
九
九
九
年
）
一
六
二

頁
。
許
ほ
か
・
前
掲
註
（
12
）
二
〇
〇
頁
［
蔡
茂
寅
執
筆
］、
蔡
・
前
掲
註
（
８
）
八
五
頁
。
許
育
典
『
人
權
、
民
主
與
法
治
─
當
人
民
遇
到
憲

法
』（
元
照
出
版
公
司
・
二
〇
一
一
年
）
六
二－

六
三
頁
。

（
17
）
台
湾
の
国
民
健
康
保
険
の
強
制
的
加
入
制
度
に
関
し
て
は
、
保
険
費
を
滞
納
し
た
貧
困
者
に
対
し
て
国
家
が
医
療
救
助
を
拒
否
で
き
る
か
否

か
の
問
題
に
つ
い
て
、
釈
字
第
四
七
二
号
解
釈
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
保
険
費
を
納
付
す
る
能
力
が
な
い

者
に
対
し
て
は
、
国
家
は
適
切
な
救
助
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
高
齢
者
や
社
会
的
弱
者
、
障
害
者
な
ど
、
生
活
が
困
難
な
者
を
保
障
す
る
憲
法

の
趣
旨
に
符
合
す
る
た
め
に
、保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
医
療
救
助
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
18
）
蔡
茂
寅
も
こ
の
よ
う
な
最
低
限
度
生
活
よ
り
高
い
水
準
で
あ
る
生
活
権
は
立
法
に
よ
っ
て
具
体
化
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
許
ほ
か
・
前
掲

註
（
12
）
二
〇
〇
頁
［
蔡
茂
寅
執
筆
］。

（
19
）
類
似
し
た
観
点
は
許
・
前
掲
註
（
16
）
一
六
一－

一
六
二
頁
。

（
20
）
許
宗
力
は
憲
法
一
五
五
条
が
課
す
る
国
家
の
作
為
義
務
は
立
法
者
の
職
権
に
関
わ
る
と
指
摘
し
、
憲
法
上
の
明
文
が
あ
る
こ
と
を
除
き
、
そ

れ
を
法
的
拘
束
力
が
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
と
解
す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「「
立
法
怠
惰
之
回
應
」
學
術
研
討
會　

許
宗

力
教
授
之
評
論
文
」
憲
政
時
代
二
一
巻
一
期
（
一
九
九
五
年
）
五
三
頁
。
林
明
鏘
「
論
基
本
國
策
」『
現
代
國
家
與
憲
法
（
李
鴻
禧
教
授
六
秩
華

誕
祝
賀
論
文
集
）』（
月
旦
出
版
社
・
一
九
九
七
年
）
一
四
七
一
頁
も
参
照
。
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（
21
）
日
本
国
憲
法
二
五
条
二
項
は
「
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
22
）
吳
庚
は
、
す
べ
て
の
憲
法
の
基
本
国
策
規
定
は
訴
訟
上
の
救
済
を
請
求
す
る
根
拠
と
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
憲
法
が
保
障
す
る
権
利
」

し
か
請
求
権
の
根
拠
と
な
れ
な
い
。
吳
庚
『
憲
法
的
解
釋
與
適
用
』（
自
版
・
二
〇
〇
三
年
）
五
一
頁
。

（
23
）
李
建
良
「
論
立
法
裁
量
之
憲
法
基
礎
理
論
」
憲
政
時
代
二
六
巻
二
期
（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
）
九
五
頁
。

（
24
）
黃
舒
芃
は
基
本
国
策
の
機
能
は
単
に
立
法
目
的
を
規
制
す
る
の
み
な
ら
ず
、
基
本
権
利
規
範
と
協
力
し
な
が
ら
、
と
も
に
立
法
者
の
利
益
衡

量
の
標
準
及
び
方
向
と
し
て
機
能
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
弱
者
保
障
」
の
要
求
は
、
立
法
者
の
利
益
衡
量
の
過
程
に
お
い
て
も
規
範
拘

束
力
を
有
す
る
意
味
で
あ
る
。
黃
舒
芃
「
立
法
者
對
社
會
福
利
政
策
的
形
成
自
由
及
其
界
限
」
憲
法
解
釋
之
理
論
與
實
務
第
七
輯
（
中
央
研
究

院
法
律
學
研
究
所
・
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
一
七
五
、
一
七
六
頁
。

（
25
）
司
法
院
大
法
官
釈
字
第
四
七
二
号
解
釈
に
お
い
て
「
憲
法
第
一
五
五
条
に
よ
り
国
家
は
社
会
福
祉
を
図
る
た
め
に
、
社
会
保
障
制
度
を
充
実
す

べ
き
で
あ
る
。
第
一
五
七
条
に
よ
り
国
家
は
民
族
の
健
康
を
増
進
さ
せ
る
た
め
に
普
遍
的
に
衛
生
保
険
事
業
及
び
公
的
医
療
制
度
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
増
補
条
文
第
一
〇
条
五
項
に
も
、
国
家
が
国
民
健
康
保
険
を
推
進
す
べ
き
で
あ
り
、
保
険
料
納
付
能
力
の
な
い
者
に
対
し

て
は
、
国
家
が
適
切
な
救
助
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憲
法
が
国
民
健
康
保
険
を
推
進
し
、
高
齢
者
、
弱
者
、
障
害
者
な
ど
の
生
活
能
力
の

な
い
者
を
保
障
す
る
こ
と
は
憲
法
の
趣
旨
に
合
致
す
る
た
め
、
給
付
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
文
か
ら
す
る

と
、国
家
が
保
険
費
を
納
付
す
る
能
力
が
な
い
者
に
対
し
て
、給
付
を
拒
否
で
き
な
い
と
い
う
作
為
（
給
付
）
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
解
釈
の
趣
旨
に
よ
る
と
、
国
家
が
健
康
保
険
を
納
付
す
る
能
力
が
な
い
者
に
給
付
を
拒
否
す
る
こ
と
は
上
述
の
憲
法
上
の
規
定
に
違
反
し
、

違
憲
効
果
が
生
じ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
憲
法
の
基
本
国
策
の
規
定
の
裁
判
規
範
性
が
大
法
官
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
26
）
吳
・
前
掲
註
（
22
）
一
八
二
頁
。

（
27
）
許
ほ
か
・
前
掲
註
（
12
）
九
六
頁
［
蔡
茂
寅
執
筆
］。

（
28
）
趣
旨
が
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
林
明
晰
『
公
法
學
的
開
拓
線
─
─
理
論
、
實
務
與
體
系
之
建
構
』（
元
照
出
版
公
司
・
二
〇
〇
六
年
）
三
一

頁
参
照
。

（
29
）
陳
・
前
掲
註
（
３
）
四
八
八
頁
。

（
30
）
吳
・
前
掲
註
（
22
）
二
七
三
頁
参
照
。
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〔
付
記
一
〕
本
稿
は
、
北
海
道
大
学
法
学
研
究
科
助
教
鄭
明
政
先
生
の
招
聘
に
よ
り
、
二
〇
一
二
年
八
月
二
四
日
に
北
大
公
法
研
究
会
で
開
催
し
た
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
台
湾
に
お
け
る
社
会
権
保
障
の
現
状
と
問
題
点
」
に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
中
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
北
星

学
園
大
学
岩
本
一
郎
教
授
を
は
じ
め
と
し
て
、
北
海
道
大
学
前
総
長
中
村
睦
男
教
授
、
北
海
道
大
学
鈴
木
賢
教
授
等
の
諸
先
生
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
有

益
な
ご
教
示
と
ご
指
摘
を
い
た
だ
く
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

〔
付
記
二
〕「
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（International Covenant on Econom

ic, Social and Cultural 
Rights

）」（
以
下
、「
社
会
権
規
約
」）
は
、
社
会
権
の
保
障
に
つ
い
て
、
九
条
で
「
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
社
会
保
険
そ
の
他
の
社
会
保
障
に
つ
い

て
の
す
べ
て
の
者
の
権
利
を
認
め
る
」、
一
一
条
一
項
で
「
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
自
己
及
び
そ
の
家
族
の
た
め
の
相
当
な
食
料
、
衣
類
及
び
住
居

を
内
容
と
す
る
相
当
な
生
活
水
準
に
つ
い
て
の
並
び
に
生
活
条
件
の
不
断
の
改
善
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
者
を
認
め
る
。
…
…
」、
同
条
二
項
で
「
…
…

す
べ
て
の
者
が
飢
餓
か
ら
免
れ
る
基
本
的
な
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
、
…
…
」
と
規
定
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
貧
困
者
の
救
助
に
関
す
る
社

会
権
規
約
が
一
九
六
六
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
際
は
、
台
湾
（
中
華
民
国
政
府
）
は
当
時
、
国
連
加
盟
国
の
一
員
で
あ
り
、
一
九
六
七
年
に
社

会
権
規
約
及
び
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」（
台
湾
で
は
、
こ
の
二
つ
の
規
約
を
「
両
規
約
」
と
呼
ぶ
）
に
署
名
し
た
が
、
一

九
七
一
年
に
国
際
連
合
総
会
二
七
五
八
号
決
議
（
ア
ル
バ
ニ
ア
決
議
）
に
よ
り
台
湾
が
国
連
と
国
連
の
諸
機
関
か
ら
脱
退
し
て
か
ら
、
両
規
約
の
批
准

手
続
を
完
了
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
近
年
「
人
権
立
国
」
を
掲
げ
る
台
湾
で
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
、
立
法
院
（
国
会
）
は
、
両
規
約

を
条
約
の
批
准
案
と
し
て
審
議
に
付
し
批
准
手
続
を
完
成
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
台
湾
の
特
殊
な
国
際
的
地
位
の
も
と
で
、
台
湾
は
国
連
の
一
員
と
し
て

認
め
ら
れ
ず
、
規
約
の
批
准
手
続
を
完
成
さ
せ
て
も
国
連
事
務
総
長
に
寄
託
す
る
手
続
が
完
結
す
る
こ
と
は
無
さ
そ
う
で
あ
り
、
国
家
人
権
報
告
制
度

の
実
施
も
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、独
自
の
「
両
規
約
の
国
内
法
化
」
に
取
り
組
み
、台
湾
の
立
法
院
は
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
に
「
両

規
約
施
行
法
」
を
制
定
し
た
。
同
法
の
二
条
は
「
両
規
約
が
提
示
し
た
人
権
保
障
に
関
す
る
規
定
は
、
国
内
の
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
」
と
規

定
し
た
ほ
か
、
四
条
は
「
各
級
の
政
府
機
関
が
職
権
を
行
使
す
る
際
に
は
、
両
規
約
の
人
権
保
障
に
関
す
る
規
定
に
従
い
、
人
権
侵
害
を
避
け
、
他
人

に
よ
る
侵
害
か
ら
国
民
を
守
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
、
各
項
の
人
権
の
実
現
を
積
極
的
に
促
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
両
規
約
施
行
法
の
二
条
、
四
条
、
及
び
社
会
権
規
約
九
条
、
一
一
条
は
、
台
湾
の
国
内
法
と
し
て
効
力
を
持
つ
人
権
規
定
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
台
湾
の
各
級
の
政
府
機
関
は
、
消
極
的
に
人
権
侵
害
を
避
け
、
積
極
的
に
、
人
権
を
実
現
す
る
法
的
義
務
を
負
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、

両
規
約
施
行
法
の
実
施
を
通
し
て
、
貧
困
者
の
生
活
救
助
に
対
す
る
台
湾
の
法
律
体
系
を
国
際
的
基
準
に
接
合
化
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。


